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【
う
ら
へ
続
く
】

　

夏
期
特
別
手
当
23
日
支

給
。「
人
事
・
処
遇
が
新
制

度
に
な
っ
た
の
で
、
グ

レ
ー
ド
が
８
段
階
、
評
価

が
５
段
階
に
な
っ
た
」「
処

遇
制
度
の
切
替
で
グ
レ
ー

ド
賃
金
が
変
動
す
る
の
で
、

４
年
か
け
て
調
整
す
る
」

「
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岐
阜
の
陸
上
自
衛
隊
射

撃
場
で
発
砲
事
件
。「
18
歳

の
自
衛
官
候
補
生
が
指
導

官
３
名
に
小
銃
を
発
砲
し

た
。
恐
ろ
し
い
」「
武
器
を

扱
う
組
織
と
し
て
、
決
し

て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

軍
拡
財
源
法
案
が
可
決
。

「
５
年
間
で
43
兆
円
の
大

軍
拡
を
す
す
め
る
も
の

だ
」「
国
立
病
院
の
積
立
金

や
復
興
特
別
所
得
税
を
軍

事
費
に
転
用
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
」「
平
和
国
家

を
覆
す
重
大
問
題
を
数
の

力
に
よ
る
強
行
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岸
田
首
相
が
今
国
会
で

の
解
散
見
送
り
を
表
明
。

「
解
散
を
ち
ら
つ
か
せ
る

政
治
手
法
は
お
か
し
い
」

「
サ
ミ
ッ
ト
で
の
支
持
率

上
昇
も
、
岸
田
首
相
長
男

の
忘
年
会
問
題
、
マ
イ
ナ

　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進

法
」
自
民
、
公
明
、
維
新
、

国
民
民
主
４
党
案
が
15
日
、

参
院
で
採
決
強
行
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
、
立

民
、
れ
い
わ
は
反
対
し
ま

し
た
。

　

２
年
前
、
超
党
派
議
員

連
盟
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事

者
を
含
め
て
ぎ
り
ぎ
り
の

合
意
案
が
で
き
ま
し
た
。

自
民
党
は
こ
の
合
意
を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法 

自
公
維
国
案
可
決

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
狭
め
、

『
理
解
増
進
』
ど
こ
ろ
か
差
別
助
長
し
か
ね
な
い

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

ひ
っ
く
り
返
し
て
修
正
案

を
提
出
。「
差
別
は
許
さ
れ

な
い
」
の
文
言
を
「
不
当

差
別
」
な
ど
な
く
、
差
別

の
温
存
で
す
。
ま
た
本
人

の
意
思
を
示
す「
性
自
認
」

の
文
言
を
「
障
害
」
の
概

念
で
あ
る
「
性
同
一
性
」

に
変
更
、
４
党
案
で
は
英

訳
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
変
え

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
維
新
・
国
民
に

よ
り
「
全
て
の
国
民
が
安

心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
留
意
す
る
」

の
文
言
を
追
加
。
性
的
少

数
者
に
多
数
派
の
安
心
を

脅
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う

『
わ
き
ま
え
ろ
』と
求
め
る

も
の
で
、
差
別
を
助
長
し

か
ね
な
い
も
の
で
す
。

　

世
界
に
遅
れ
て
差
別
温

存
。
個
人
の
尊
重
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
多
様
性
の

尊
重
へ
た
た
か
い
は
こ
れ

か
ら
で
す
。

な
差
別
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」に
変
更
。「
正
当
な

23 年の世界エネルギー投資

太陽光、初の石油越えへ
　　　　IEA 報告書

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）は
５
月
25
日
発

表
し
た
２
０
２
３
年
の
世

界
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
に
関

す
る
報
告
書
で
、
太
陽
光

発
電
へ
の
投
資
額
が
初
め

て
石
油
開
発
を
上
回
る
と

の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
23

年
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

投
資
は
総
額
費
２
兆
８
０

０
０
億
㌦
（
約
３
９
２
兆

円
）
で
、
こ
の
う
ち
１
兆

７
０
０
０
億
㌦
超
が
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
電
気

自
動
車
（
EV
）
な
ど
の
ク

リ
ー
ン
技
術
に
充
て
ら
れ

る
見
通
し
。
太
陽
光
へ
の

投
資
額
は
３
８
０
０
億
㌦

に
上
り
、
わ
ず
か
な
が
ら

石
油
開
発
を
上
回
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ロ
ル
Ｉ
Ｅ
Ａ
事
務
局

長
は
声
明
で
「
多
く
の
人

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動

き
は
速
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
、

43
兆
円
の
大
軍
拡
な
ど
国

民
の
不
信
が
強
ま
っ
て
い

る
」

　

×　
　
　
　

×

　

東
京
都
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
が
増
加
傾
向
。「
定

点
観
測
で
５
週
連
続
増
加

し
た
」「
マ
ス
ク
が
外
せ
な

い
」「
専
門
家
は
注
意
を
喚

起
し
た
」

　

×　
　
　
　

×

　

全
仏
オ
ー
プ
ン
車
椅
子

の
部
で
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

の
小お
だ
と
き
と

田
凱
人
選
手
が
優
勝
。

「
17
歳
は
史
上
最
年
少
記

録
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ナ
ツ
ツ
バ
キ（
ツ
バ
キ

大
軍
拡
で
は
な
く
防

災
・
減
災
に
こ
そ
税
金

を
使
う
べ
し

　

６
月
２
日
の
台
風
２
号

と
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨

被
害
で
、
多
く
の
人
の
生

活
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
埼

玉
県
で
は
床
上
浸
水
７
３

９
、
床
下
浸
水
２
９
６
６
、

合
計
３
７
０
５
戸
、
和
歌

山
県
で
は
床
上
浸
水

　

多
摩
地
域
の
水
道
水
か

ら
有
害
な
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」
が
検

出
さ
れ
て
い
る
問
題
で
、

住
民
の
血
液
検
査
を
し
て

い
る
市
民
団
体
は
８
日
、

調
査
し
た
６
５
０
人
の
検

査
結
果
を
公
表
し
ま
し
た

（
表
）。 東

京
・
多
摩
地
域
住
民

血
中
か
ら
高
濃
度
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

　
　

横
田
基
地
も
汚
染
源

　

ほ
ぼ
全
て
の
人
か
ら
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
、
平

均
血
中
濃
度
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
な
ど
４
物
質

の
合
計
で
１
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
23
・
４
ナ
ノ
グ

ラ
ム
で
、
米
国
の
指
標
値

20
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
上
回
り
、

ま
た
過
半
数
の
３
３
５
人

が
こ
の
指
針
値
を
超
え
ま

し
た
。

　

多
摩
地
域
全
域
に
わ
た

り
深
刻
な
汚
染
が
広
が
っ

て
お
り
、
国
分
寺
市
45
・

０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
立
川
市

28
・
６
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
武

蔵
野
市
27
・
２
ナ
ノ
グ
ラ

ム
な
ど
、
米
軍
横
田
基
地

の
東
側
の
住
民
か
ら
非
常

に
高
濃
度
が
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

13 日、衆院第 2 議員会館前

軍拡財源法案の廃棄を！

日本は「未解決の敵意」抱える

シンガポール国防相　歴史問題で指摘

　　　アジア安保会議

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ウ

ン
・
エ
ン
ヘ
ン
国
防
相
は

４
日
、
同
国
で
開
か
れ
た

ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議

（
通
称
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
会

合
）
で
、
日
本
は
歴
史
問

題
で
近
隣
諸
国
と
の
間
で

「
未
解
決
の
敵
意
」を
抱
え

て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

岸
田
政
権
に
よ
る
大
規
模

な
軍
事
力
強
化
に
つ
い
て

は
、
周
辺
国
を
「
安
心
さ

せ
る
行
動
」
が
必
要
だ
と

述
べ
、
日
本
政
府
の
説
明

不
足
に
懸
念
を
示
し
ま
し

た
。

　

同
氏
は
ド
イ
ツ
と
日
本

を
比
較
し
て
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
加
盟
国
と
ア
ジ
ア
に
は
、

日
本
に
対
し
て
第
２
次
世

界
大
戦
後
に（
ド
イ
ツ
と
）

同
様
の
清
算
が
な
い
と
い

う
感
覚
が
残
っ
て
い
る
」

と
指
摘
。
日
本
が
取
る
べ

き
行
動
に
つ
い
て
、「
最
大

の
課
題
は
中
国
と
の
関
係

を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
と

強
調
し
、「
軍
事
力
強
化
に

関
し
て
（
周
辺
国
を
）
安

心
さ
せ
る
こ
と
」
と
「
多

国
間
協
議
の
場
に
参
加
し

続
け
る
こ
と
」
も
求
め
ま

し
た
。

科
）
の
白
い
花
が
咲
い
て

い
る
。
冬
の
ツ
バ
キ
よ
り

葉
も
花
も
全
体
に
淡
い
色

調
で
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
」

Ｅ
Ｕ
の
Ａ
Ｉ
規
制
承
認

に
思
う

　

Ｅ
Ｕ
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

含
む
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
包
括

的
な
規
制
の
修
正
案
を
承

８
２
９
、
床
下
浸
水
１
９

１
０
、
合
計
２
７
３
９
戸

に
の
ぼ
る
。
茨
城
県
の
農

業
被
害
は
３
億
円
。
土
砂

災
害
は
和
歌
山
、静
岡
、神

奈
川
、
愛
知
な
ど
全
国
で

１
４
３
件
に
の
ぼ
る
。
大

軍
拡
で
は
な
く
、
国
民
の

命
と
生
活
を
守
る
た
め
の

防
災
・
減
災
に
こ
そ
税
金

を
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

認
し
ま
し
た（
14
日
）。
企

業
に
対
し
て
、
画
像
や
文

章
が
AI
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
か
開
示
す
る
よ
う
義
務

化
し
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
Ａ
Ｉ
推
進

の
方
向
で
す
が
、
規
制
に

は
後
ろ
向
き
で
す
。
何
ら

か
の
規
制
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。（
Ｓ
）

　
　

×　
　
　
　

×　
　
　
　

×

!?!


